
平成２７年度北九州市立大学同窓会　岡山県支部総会・懇親会

　平成２７年４月１２日（日）、鶴山公園津山城郭の一角にある津山国際ホテルにおいて田村允男会長、奥村英行幹事長

をはじめ近隣など９支部の支部長や役員１９名の来賓をお迎えして総会並びに懇親会が盛大かつ和やかに開催されまし

た。

　津山城の築城は慶長８年（1603年）森忠政が美作全国18万6千500石に封ぜられ入国した。天正１０年（１５８２年）織田

信長に従って京都本能寺で憤死した蘭丸、坊丸、力丸の三兄弟は忠政の実兄である。

　鶴山城の桜を愛でながらオランダ料理のフルコースを堪能していただいた。今回の料理は森島中良が天明７年（1787年）

に著した「紅毛雑話」の中にある、阿蘭陀料理の記録から津山国際ホテル藤枝進総料理長がコース仕立てに料理を選んだ

ものです。蘭学者大槻玄白が長崎遊学の際に食べた阿蘭陀料理を忠実に再現したものです。いわゆる出島料理とでも

いうようなものでしょうか。オランダ船が日本に寄港したのは1600年の大分県の臼杵であった。ちなみに415年目に当る

今年、タイムスリップした時空の中でオランダ料理を食べながら当時の蘭学者達に思いを寄せながら北九州市立大学の

同窓生として「同窓の絆」をしっかりと結び、時の過ぎるのも忘れ賑やかに楽しい歓談のひと時を過ごしました。本当に有意

義な集いであったと心から感謝を申し上げます。

最後に全員で肩を組んで逍遥歌を声高らかに斉唱して総会・懇親会を結んだ。

　　　　　　　　　　総会実行委員長：山田克惟（Ｓ４３　米英）

記念撮影
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開宴に先立ち津山国際ホテルの藤枝総料理長より本日提供される江戸期のオランダ料理の復刻版のメニューの紹介がありました。参加者全員初めて食べるものですからその説明に
真剣に耳を傾けていました。実は昨年当地に駐日オランダ総領事が来られた際に提供した料理と全く同じメニューとの事で、食べる前からワクワクしてきました。藤枝総料理長最後に
一言「実は私も当時の物は食べたことが無いので材料は文献通りですが味は現代風にアレンジしました」とさ。当然ですね、もしも実際食べたことがあるなら藤枝総料理長お歳はいくつ？

A 0871 A 408



乾杯は遠藤（Ｓ３８年米）さんにご発声を頂き懇親会がスタートしました。遠藤さんは岡山県下３支部が統一される前の津山支部長を務めておられた方で、支部統一後初めて津山での
総会開催となり、他支部をはじめ津山圏域からも多数の参加者があり大変嬉しいことですとの挨拶の後　いざ乾杯～。
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郷土芸能の「宮坂流津山銭太鼓・傘踊り」を若い踊り子達が元気いっぱいに披露してくれました。リズムに乗ってテンポの良い動きで観ていて圧倒された。
皆さん美人揃いでオジサン達はうっとりして眺めていました。
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賑やかな踊りのあとは黒瀬（Ｓ４２年中）さんの優雅な音色の尺八演奏です。さすがに師範、周りの音も気にせずに名人芸を披露。
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オークション風景

小籔（Ｓ４５商）さん提供のパナマハット・・「これはフーテンの寅さんが使ったものでそんじゅそこらの品と訳が違う」（とは言いませんでした）おしゃれな帽子で高く落札。

永翁（兵庫　Ｓ４１商）さんと中川（小倉　Ｓ４４中）さんのお二人どうしても欲しい品があり値が跳ね上がり、最後はジャンケンで決めることになりました。チョキで中川さんの負け。

出品物として農産物（お米、柿、レンコン、エンドウ豆）ブランド品、備前焼花瓶、中でも参加者の西田（門司　Ｓ３８米）さんの書かれた本（著作名：ニホンオオカニは生きている）

が出品され定価の倍で落札。
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懇親会の最後は水野様（Ｓ４２商）の熱狂指揮により全員が肩を組み逍遥歌を斉唱いたしました。なかには歌詞を間違ってはいけないと一生懸命に
老眼（失礼しました）をものともせず歌詞を見ながらの熱唱でした。


